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1.は じめに

大学において韓国語 をはじめとした所謂第2外 国語の学習は、中等教育 まで外国語科 目

として主 に扱われて きた英語 と比べると、学習時間や環境において大 きな制約を受ける。

この限られた条件の下いかに効率的に運用 してい くか、また大部分の学習者が初めて触れ

るであろう言語の学習 に持続的に興味 を持たせていけるかが授業 を展開 してい く上でのポ

イン トになると考えられる。

これまで報告者は韓国において、第2言 語 としての韓国語教育、及び外国語 としての日

本語教育に携 わって きた。現地ではコ ミュニカティプアプローチによる教育が主流となっ

ているが、留学生の生活の場である韓国に対する理解、及び学習者から韓国語学習に更な

る興味 を引 き出すため、韓国文化を言i語学習の中に取 り込むことが多 く行なわれているD。

2008年 度 より本学にて外国語 としての韓国語教育に携わることにな り、当然のことながら

これ まで行なってきた教育方法を変えなければならなかった。 しか し、全てを変えてしま

うのではな く、韓国での韓国語教育 と日本語教育の経験か ら利用で きる部分か らは取 り入

れていければと考えなが ら授業に臨んで きた。

それが 「言語能力」 と 「社会文化能力」の統合教育を目指 した授業である。学習 してい

る言語(こ こでは韓国語を指す)が 日常使用されていない環境において、学習者が学んだ

言語を使用する機会は少ないながらも、言語の学習 と同時に文化に対する一定の理解をす

ること、 また、不要な誤解を招かないための基礎的な知識 を身につける必要もあると考え

る。

なお、本稿 は2008年 度2月 に行われた語学教育部FD研 究会にて発表 した内容 をまと

めたものである。

2.学 習者の分析

これまでの教育環境か ら一転 したこともあ り、その違いを自ら認識するための第一歩と
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して学習者の分析から行 ってみた。特に、第2言 語 としての韓国語 と外国語 としての韓国

語 にはどのような相違点や共通点が存在するのかをまとめることにする。

まず、学習環境や条件面の相違点 を挙げてみる。第2言 語としての韓国語教育の場合、

学習時間は大部分が週20コ マ(一 コマ50分)、 つ まり毎週1,000分 の時間が確保されてい

る2)。 また、この他に も教室の外に一・歩踏み出した としても周囲は韓国語が使用 されてい

る環境 にある。反面、外国語 としての韓国語教育の多 くの場合が学習時間は週に90分 で

あり、学習そのものも教室内のみに留まるであろう。その他、クラスの人数や教材及び授

業中の使用言語等の違いが挙げられる。

このように大 きな違いのみ 目立つが、韓国内での韓国語教育の経験上、韓国語の学習動

機については韓国に留学中の日本語母語話者の学生と日本で韓国語を学んでいる学生には

共通事項があると考えた。 これは、韓国に留学中の学生 とは言え、韓国への留学前 には何

らかのきっかけがあって韓国語に興味 を持って学びはじめ、その延長線上で韓国に留学に

来ていると考えたためである。

そこで、学習動機の分析を行なった調査結果を以下に提示する。対象は慶煕大学校国際

教育院の韓国語課程にて2005年 度 と2006年 度 に在籍 した学生〈表1>、 及び2008年 度

前期担当クラス韓国語総合1(2年 生以上含む)の 学生 く表2>で ある3)。

〈表1>学 習動機の調査①(韓 国)

一一一 一一 一一一一一 2005年 度 2006年 度
T　 一

道具的動機
一一

7名

一 一

3名

一一一一 統合的動機一一 100名
¶ 一一 一 　

151名

複合的動機一一一一一 一 　 一一

一一一

〇名

一一一

2名
一一一一一一一一　一 一一一 一

計
一 一 一

107名

一　 　 一一

156名

(01碧 重1・ ノ・}一ヲト♀}-6}・Zこ司 呈:2007)

<表1>か ら・韓国内での進学や就職 を目的として、つまり、ことばを道具 として駆使

する道具的動機より、韓国人との交流を目的に、または韓国社会と文化の理解 を目的とし

て学習を始めたケースである統合的動機が圧倒的に多いことが分かる。また、交流 目的の

韓国語学習か ら進学、就職が 目的の韓国語学習へ と変化 したケースである複合的動機はご

く少数である。
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<表2>学 習動機の調査②(日 本)

韓国に関心があるから 14名
一一 一一 一一 一一

目本か ら近い国で行 く機会があると思ったか ら 9名
一一 一一 冨

見ていた韓国 ドラマのセリフが気になったか ら 8名

一一一一

日本語 と似ていると聞いたから 一一一一

一

一一一一一一 5名

他の言語に比べて学びやすそうだから 3名一一一一一一一一

韓国人の友人がいるから

一一
2名

魑
O
繍
O

鑑
璽
①

特になし 5名

計 46名

また、〈表2>の 場合は韓国語という言語その ものに対する関心 より、韓国に関連 した

ことに関心があることが分かり、韓国での調査 と傾向が類似 していることが分かる。

従って、学習動機において共通項 を見出 し、これをヒン トに文化事項 を言語の授業に組

み込んで展開することに至った。但 し、共通シラバスに基づいて進度を進めなければなら

ないため、言語の学習 を進めなが ら取 り入れてい くことが前提 となる。

3.言 語と文化の教育

3.1言 語学習と文化学習の関係

上記学習動機の内容により、韓国語学習者 には言語その ものに対す る興味よりも、文化

的な内容に関連 したことから韓 国語の学習 を始めた(或 いは、選択 した)と 考えられる。

そのため、言語の学習のみで授業 を進めてい くことは学習途中で興味 を失ってしまうこと

も考えられ、文化の学習 も取 り入れなが ら授業を進めてい くことが望ましい と考えられる。

しかし、言語の学習に文化の学習を取 り入れる時、それぞれ どの程度取 り入れてい くかを

考えなければならい。言語の学習と文化の学習の関係について、藤原(2004)で は次の よ

うに提示 している。

①文化社会事情 〉 言語教育

②文化社会事情 く 言語教育

③文化社会事情=言 語教育

④文化社会事情と言語教育を分ける
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そ して、それぞれの関係を次のように説明する。

①言語教育は文化社会事情教育の一・部である、あるいは文化や社会についての学習

が先にあってその後に言語教育があるとする。

②コ ミュニケーション能力養成を外国語教育における第一の教授 目標 としているた

め、文化社会の学習はコミュニケーションを実現するための手段 として副次的な

取扱いを受ける。

③外国人がその言語 を母語とする人と接する接触場而では、母語話者同士のコ ミュ

ニケーション場面 とは異なった特徴をもっているという認識 に基づき、目標文化

と学習者の母文化 との同異を知覚 し、異 なった価値観に対す る感受性の養成を外

国語教育の重要 な柱 と考える。

④言語教育 と文化教育を分けて扱 う。

この分類 によると、今回取 り組 んできた授業は②に該当すると考えられる。 しか し、文

化 と一言で言っても内容が多岐に渡 り、何 をどの程度扱 うかということもまた検討が必要

になって くる。 しか し、学習上の限 られた条件を考慮すると、学習者にとって身近な話題

であることが望 ましいと考えられ、ここでは日常生活、特に衣食住や年中行事、大学生活

を対象としてい く,、

ところで、これまで韓国文化が授業の中でどのように扱われているのか、教材の一部 を

見てみると、どれも文化をコラム として扱っていると言 える(添 付資料①、②参照)。 こ

こでは初級 レベルの教科書であるため媒介語が使われている。これも一つの方法 と考えら

れるが、言語の学習と関連付けて学ぶためには話題提供 としての域 を出て、さらに工夫が

必要になってくると思われる4)。

3.2「 言語能力」と 「社会文化能力」の統合教育

授業中に扱 う文化を日常生活、特 に衣食住や年中行事、大学生活 とした場合、これらを

言語の学習 とどのように結び付けるべ きか。 ここではネウス トプニー(1995)に ある 「言

語能力」 と 「社会文化能力」に焦点を当ててみる。「言語能力」 とは、語彙、文法、音韻、

文字等の言語構造を使いこなす能力であ り、「社会文化能力」 とは日常生活の 行動、経済、

政治、思想行動などを指す としている。

「社会文化能力」について具体例 を挙げてみる。バスに乗 る時の行動 を考えてみると、
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どの行動から始めるであろうか。まずは路線図や料金を確かめる、さらに前払いか後払い

か、降 りるべ き停留所の確認 をする等が挙げられるであろう。

韓 国(主 に、 ソウル)で はバスの停留所のスペースが広 く、そこに何台 ものバスが繋

がって到着 したらその場で乗降 を始める。そのため、停留所の 目印の下で乗ろうと思って

も、バ スを目掛けて走 っていかない と乗 りそこなってしまうことが起 こりうる。 この よう

なことを避けるためにも、 この知識は知っておかなければならない。そ して、言語の学習

と結び付けるのであれば、「バスに乗 る」とい う表現のみを学ぶだけではなく、かつ韓国

のバスの乗車方法について も話や画像等 を通 じて授業で扱っていくことが可能であると考

える。 もちろん、この ような紹介する時には、個人的な体験談で終わって しまった り、ス

テレオタイプな情報の提供にならない よう注意が必要であろう。

この ように、言語の教育をしながらも、文化 も、特に社会文化能力を身に付けることに

より、いずれ何 らかの形で韓国へ行 ったり、韓国語母語話者 と出会うことがあったとして

も言語 と文化の知識や能力 を持 って接すれば相手の理解 にも繋が るであろ うと考えられ

る。

〇
一
〇
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①

4.授 業実践内容

2008年 度 に担当 した授業は7科 目、5種 類である。本稿ではこのうち、韓国語総合(以

下、総合)1・2及 び韓国語コ ミュニケーション(以 下、コミュニケーシ ョン)1・2の

授業で行なった内容をまとめることにする。

それぞれの授業での教育 目標 と教育内容 はシラバスの内容を参照す ると次のようにな

る。総合では基礎的な語彙 と文法の学習を通 じて、韓国語 による簡単 なや りとりができる

ようになることを 目標 に、文字の導入か ら始 まり、初級 レベル前半部分 を扱 う。 この際、

口頭での反復練習 を中心 に基礎的な会話を学ぶ。

また、コ ミュニケーションでは総合で習った用言の基本的な活用を確認 し、様 々な活用

のタイプと多様な表現を学び、初級後半 レベルを扱ってい くことになっている。

これらの内容は新出学習項 目に該当する韓国語の表現を学んでい くのだが、この表現 ま

たは該当課の話題に合った文化事項を関連付 けてい くと次のようになる。

「言語能力」と 「社会文化能力」の統合教育を目指した韓国語授業の実践報告 欝9
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<表3>学 習内容と文化事項の関連

科目 学習内容 文化事項

総合1 ハングルの読み書 き 街中のハ ングル探 し ・… ①

〃
「～です ・ですか」の

丁寧な表現
自 己 紹 介 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ②

総合2 漢数字、時を表すことば 年 中行 事 の 比 較 ・ ・ ・ … ③

〃 用言の 「です ・ます」形 大 学 生 の 生 活 ・ ・ ・ ・ … ④

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン1 用言の尊敬形 敬語の使われ方の比較 … ⑤

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン2
丁寧な依頼の表現、

許可の表現
旅行での会話表現 ・・… ⑥

各学期 に15回 ある授業のうち、全ての学習内容 を文化事項 と関連 させることができれ

ばいいのだが、時間的な制約か ら一部 しか扱 えない。文化事項①から⑥ と学習内容の関連

は次の通 りである。

①ではハングルの読み書 きの学習を行うが、単調な反復練習の繰 り返 しにな りがちであ

る。そのため、宿題 として、駅などの公共施設に表示 されているハングルを探 して くるよ

う指示を与 える。次の授業で発表をさせながら発音の確認を行 うが、同時にこれらの単語

を知っていれば反対に、旅行者 として韓国を訪問する時に役に立つ ことも確認する。

②は 「～です ・ですか」の丁寧 な表現を学 びながら自己紹介を行 うが、韓国の学生が 自

己紹介の時には、本人の専攻、家族構成、居住地や故郷 もよく言 うことを説明 し、これま

での自己紹介の方法 との違いを認識す る。そ して、相手によっては初対面にも関わらず、

年齢や家族の職業等、細かい情報を求め られる場合があることも紹介 し、それに対する意

見を聞 くことができる。

③の数字関連の学習内容では日付の表現 を扱い、 日韓の祝祭 日の違いをはじめとした年

中行事への違いへと結び付ける。これは、④の 「です ・ます形」 を導入 しなが ら大学生活

の比較にも繋げることがで きる。一例 として、新学期の始 まり月(韓 国では3月 始 まり)

や長期休暇の始ま りと終わ りとその過ごし方の違いについて扱 うことができる。

⑤では相対敬語と絶対敬語の違いについての説明を通 じて、様 々な人間関係を設定 しな

が らシミュレーションを行い、日韓の敬語の使用方法についての理解 をすることがで きる。

そして、⑥では韓国語の学習 を始めて約2年 となる段階であ り、様々な用言の活用を学

んだ状態である。そこで、実際に旅行へ行 く場而 を設定 し、どのような状況で使用で きる

かを考えさせ、また、これまでの学習内容でも多 くの表現がで きることを再度確認する。

これらの活動 と共に、日韓の食事作法の違いや交通事情の紹介、更には現地の人 とのコミュ
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ニケーションの仕方等についての話題 にも拡大することができる。

しか し、言語の学習が優先であるため、文字の練習や練習問題に多 くの時間を割かざる

を得ない場合 もあるため、⑥ については学習者への一方的な説明で終わって しまったケー

ス もある。その中で も機械的な反復練習の合間、 もしくは学習のまとめの段階でこれらの

内容を取 り入れることにより、それまで無関心であった学習者 も反応を見せるようになり、

興味を引き出す上では一定の効果があったように思われる。
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4.お わ りに 一今後の課題

韓国から日本での教育現場 に身を移 し、初年度を終 えることがで きた。韓国での経験を

日本での韓国語教育 に生かすつ もりで臨んだが、今後残 された課題 は多 くあると考える。

まず、文化要素 を取 り入れることにより、学習動機 を高めることがで きたか、或いは授

業への積極的な参加に結 び付いたかを検証する方法が欠けている点がある。これは文化要

素が単調な紹介で終わって しまった部分もあ り、言語学習 との更なる結びつ きを強める必

要 もある。

また、時間的な制約があるものの、言語学習に文化の扱いに繋が りが見られないのも事

実である。特に、「社会文化能力」に関連 させて しまうと限定されてしまう場合 もあ り、今後、

言語学習との結びつきを前提に文化項 目の選定や配列 を再検討 していかなければならない

だろう。

そ して、評価をどの ようにするかの問題 もある。文化について知識のみ を問 うべ きなの

か、更に踏み込んで文化の捉え方の違いについての考えを問うべ きか、検討の余地は十分

にある。これらの改善点を今後の授業に反映させ、言語と文化の理解が両立で きるような

授業を目指 していきたい。

注

1)呈 磐昇(2005)で は韓国文化の教育内容について、教育の供給者側から一方的に韓国の伝

統文化を中心に選ばれていることに疑問を呈し、今後は学習者のニーズ分析を行ない、幅

広く文化教育の内容選定に取り組まなければならないとしている。

2)韓 国での韓国語教育機関は大部分が大学の付属施設として設置され、ここでの教育時間は

ほぼ同じ時間を確保している。一学期は10週 間で、年に4学 期開講される。

3)韓 国での学生の分析は留学前に作成して提出された修学計画書の 「韓国語学習を始めた

きっかけについて」の内容を分析したものである(○レ習司 ・亙升斗 叶ム司呈:2007)。 また、

口本での学生については2008年 度の前期授業開始時に行なった調査によるものである,,

「言語能力」と 「社会文化能力」の統合教育を目指した韓国語授業の実践報告 穏1
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4)こ れまで韓国語の授業の実践報告が多くなされているが、李煕卿(2005)の ように言語の

授業の中に文化の学習を積極的に取り入れた報告は数少ない。
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